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主な項目

受賞者及び局長、審査員の方々

１日目中部森林技術交流発表会開催

２日目
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［
技
術
普
及
課
］
一
月
二
十
八
日
～
二
十
九
日

に
か
け
、
中
部
森
林
管
理
局
大
会
議
室
に
お
い

て
、「
平
成
二
十
六
年
度
中
部
森
林
技
術
交
流

発
表
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
管
内
国
有
林
及
び
民
有
林

に
係
わ
る
行
政
・
教
育
・
研
究
機
関
、
団
体
等

が
、
森
林
・
林
業
に
関
す
る
試
験
研
究
、
技
術

開
発
等
、
日
頃
か
ら
の
取
り
組
み
の
発
表
を
通

じ
て
交
流
を
図
り
、
地
域
に
お
け
る
森
林
・
林

業
の
推
進
と
普
及
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
国
有
林
関
係
か
ら
十
二
課
題
、
民

有
林
、
学
校
関
係
等
か
ら
十
七
課
題
、
合
わ
せ

て
二
十
九
課
題
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
奥
田
局
長
か
ら
「
公
益
的

機
能
の
一
層
の
推
進
、
森
林
・
林
業
の
再
生
、

山
村
地
域
の
振
興
な
ど
の
視
点
か
ら
様
々
な
取

り
組
み
を
進
め
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
成
果

が
出
て
き
て
い
る
。
中
部
森
林
管
理
局
と
し
て

も
国
産
材
の
安
定
供
給
、
効
率
的
な
施
業
等
、

森
林
･
林
業
の
再
生
に
向
け
て
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。
今
回
の
発
表
会
に
参
加
さ

れ
る
皆
さ
ん
方
は
業
務
や
学
業
の
合
間
を
縫
っ

て
大
変
な
ご
苦
労
が
あ
っ
た
も
の
と
拝
察
し
、

敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
方
の
発
表

が
森
林
・
林
業
の
再
生
へ
寄
与
さ
れ
る
こ
と
を

祈
念
す
る
。」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

発
表
は
、「
森
林
保
全
」、「
森
林
技
術
」、

「
森
林
ふ
れ
あ
い
」
の
各
部
門
ご
と
に
行
わ
れ
、

林
業
の
低
コ
ス
ト
化
や
、
地
域
と
協
働
し
た
取

り
組
み
、
独
自
に
着
目
し
て
掘
り
下
げ
た
課
題

や
新
た
に
取
り
組
ん
だ
開
発
課
題
な
ど
、
勉
学

・
業
務
研
究
に
よ
り
得
ら
れ
た
成
果
に
つ
い
て

発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
日
目
の
発
表
会
終
了
後
に
は
信
州
大
学
農

学
部
植
木
達
人
教
授
か
ら
、
二
日
目
は
名
古
屋

大
学
大
学
院
生
命
農
学
研
究
科
原
田
一
宏
教
授

か
ら
、
各
課
題
の
着
眼
点
や
効
果
、
今
後
進
め

て
も
ら
い
た
い
方
向
な
ど
に
つ
い
て
、
先
生
方

の
研
究
分
野
で
得
ら
れ
た
知
識
や
経
験
な
ど
を

織
り
交
ぜ
て
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
民
有
林
、
学
校
関
係
等
か
ら
も
多

く
の
課
題
に
つ
い
て
発
表
い
た
だ
き
、
聴
講
者

等
を
含
め
約
三
百
八
十
名
の
参
加
者
に
よ
り
盛

大
な
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
森
林

・
林
業
技
術
の
推
進
と
普
及
に
向
け
、
各
署
等

で
の
技
術
開
発
、
地
域
と
の
連
携
な
ど
、
民
有

林
関
係
者
と
の
共
働
・
協
調
を
深
め
、
情
報
発

信
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　

受
賞
課
題
と
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

□
国
有
林
の
部

○
局
長
賞  
優
秀
賞

・�

木
曽
駒
ケ
岳
に
お
け
る
植
生
復
元
作
業
に

�

つ
い
て
（
一
〇
年
間
の
取
組
み
）

　

木
曽
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー

�

小
林
伸
雄

　

東
京
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
株
式
会
社

�

藤
田
淳
一

・
コ
ン
テ
ナ
苗
植
栽
技
術
の

�

開
発
・
普
及
に
向
け
た
取
組

�

中
信
署　

堀
内
志
保
、
青
島
雅
俊

平
成
二
十
六
年
度

中
部
森
林
技
術
交
流
発
表
会
を
開
催

「
森
林
・
林
業
の
再
生
」に
向
け
て

　
　
　
　
　民
国
に
よ
る
情
報
発
信奥田局長の挨拶

審査員の方々

発表会場の様子
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・
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
削
減
へ
の
挑
戦
！

�
～
伐
・
造
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
in
愛
知
～

�
愛
知
森
林
管
理
事
務
所　

鈴
木
健
二

�

桑
原
優
太

・
民
国
連
携
に
よ
る
緊
急
災
害
時
の

�

復
旧
対
策
（
蕨
野
沢
災
害
関
連
緊
急

　
　
　
　
　

治
山
工
事
の
事
例
）

�

北
信
署　

小
田
切
英
市
、
谷
口
直
幸

○
局
長
賞  

努
力
賞

・
北
ア
ル
プ
ス
南
部
地
域
に
お
け
る

　

中
信
森
林
管
理
署
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策

�

に
つ
い
て

�

中
信
署　

小
山　

勉
、
渡
澤　

徹

・
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
に
お
け
る

�

薬
剤
防
除
の
比
較
試
験

�

森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー　

千
村
知
博

・
七
宗
国
有
林
に
お
け
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策

�

岐
阜
署　

加
藤
里
実
、
河
原
誠
二

・
飛
騨
地
域
に
お
け
る

�

民
国
の
連
携
の
取
り
組
み

�

飛
騨
署　

稲
垣
正
紀

�

岐
阜
県
飛
騨
農
林
事
務
所　

中
谷
和
司

・
複
層
林
の
上
木
伐
採
に
お
け
る
下
木
へ
の

�

影
響
調
査
に
つ
い
て

　

︱
舞
台
峠
国
有
林
の

　
　

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
集
材
に
お
け
る
事
例
︱

�

森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー　

三
村
晴
彦

・
木
曽
地
域
に
お
け
る

�

先
進
的
林
業
機
械
導
入
へ
の
取
組

�

木
曽
署　

依
田
直
紀

�

木
曽
森
林
組
合　

大
久
保
一
彦

・
中
川
地
区
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
の
概
成

�

伊
那
谷
総
合
治
山
事
業
所　

立
邊
真
悟

�

村
田
則
幸

・
遊
々
の
森
の
活
動
を
振
り
返
っ
て

　

～「
多
摩
市
民
の
森
・
フ
レ
ン
ド
ツ
リ
ー
」～

�

南
信
署　

下
城
大
作

　
　

多
摩
市
立
八
ヶ
岳
少
年
自
然
の
家

�

五
味
直
喜

□
民
有
林
の
部
（
森
林
・
林
業
振
興
賞
）

・
欧
州
型
林
業
モ
デ
ル
林
構
築

　
　

た
か
や
ま
林
業
・
建
設
業
協
同
組
合

�

長
瀬
雅
彦

・
ヒ
ノ
キ
・
コ
ン
テ
ナ
苗
の
植
栽
功
程
に

　
　

及
ぼ
す
傾
斜
の
影
響
お
よ
び
初
期
成
長

　
　

岐
阜
県
森
林
研
究
所

�

渡
邉
仁
志
、
茂
木
靖
和

　
　

森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー

�

三
村
晴
彦
、
千
村
知
博

・
よ
り
よ
い
パ
ー
ト
ナ
ー
を
目
指
し
て

　
　

名
古
屋
林
業
土
木
協
会

�

柳　

七
郎
、
五
十
君
正
人

・
岐
阜
・
愛
知
・
富
山
県
の

　

ス
ギ
高
齢
人
工
林
の
林
分
構
造

　
　

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー　

�

横
井
秀
一

　
　

森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー

�

三
村
晴
彦
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・
主
索
ウ
イ
ン
チ
付
き
ス
イ
ン
グ
ヤ
ー
ダ
と

　

繊
維
ロ
ー
プ
導
入
に
よ
る
索
張
り
距
離
の

�
延
長
と
集
材
作
業
の
安
全
化
・
効
率
化

�

新
城
森
林
組
合　

白
井　

漸

・
カ
ラ
マ
ツ
製
治
山
施
設
の
劣
化
調
査
の
結
果

　
　

長
野
県
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

�

山
内
仁
人
、
今
井　

信

・「
信
州　

山
の
日
」
の
取
組
に
つ
い
て

�

長
野
県
林
務
部
森
林
政
策
課　

井
出
政
次

□
学
生
の
部
（
奨
励
賞
）

・�

金
華
山
国
有
林
に
お
け
る
半
寄
生
植
物

　
　

ツ
ク
バ
ネ
の
分
布
と
地
形
要
因

�

岐
阜
大
学　

荒
井
亮
一
、
加
藤
正
吾

・
林
業
の
労
働
災
害
は
何
故
起
こ
る
の
か
？

　

～
事
業
体
の
災
害
分
析
か
ら
の
提
言
～

　
　

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

�

笠
木
遼
一

・
中
規
模
森
林
所
有
者
が
行
う

　
　
　

立
木
の
在
庫
管
理

　
　

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

�

竹
川
大
登

・
老
齢
木
曽
ヒ
ノ
キ
天
然
生
林
に
お
け
る

　
　

林
冠
木
の
成
長
に
及
ぼ
す
サ
イ
ズ
︱

　
　

空
間
構
造
の
影
響

　
　
　

��

信
州
大
学　

齋
藤　

大
、
城
田
徹
央
、

　
　
　
　
　
　
　
　

��

岡
野
哲
郎

・
漸
伐
作
業
終
伐
時
の
更
新
木
の
損
傷

　
　

信
州
大
学　

大
塚　

大
、
斎
藤
仁
志
、

　
　
　
　
　
　
　

植
木
達
人
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・
伐
採
・
造
林
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
に　

　
　

�
お
け
る
繊
維
ロ
ー
プ
と
タ
ワ
ー
接
地
型

　
　

ス
イ
ン
グ
ヤ
ー
ダ
適
用
の
可
能
性

�

名
古
屋
大
学　

渡
辺
亮
介

・
竹
間
伐
材
の
有
効
利
用

　
　

愛
知
県
立
田
口
高
校

�

稲
垣
純
平
、
安
藤
裕
路

・
安
定
し
た
森
林
を
目
指
し
て

　
　

～
ス
イ
ス
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
に
学
ぶ
環
境

　
　

的
に
も
経
済
的
に
も
持
続
可
能
な
森
林

　
　

づ
く
り
～

　
　

岐
阜
県
立
飛
騨
高
山
高
校

�

今
井　

歩
、
高
原　

聖

・
地
す
べ
り
を
知
る

　
　

︱
減
災
に
向
け
た
防
災
教
育
の
提
言
︱

�

長
野
県
林
業
大
学
校　

齋
藤
悠
樹

・
木
育
に
対
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
的
考
察

　
　

～
企
業
で
も
可
能
な
木
育
と
は
～

�

長
野
県
林
業
大
学
校　

森　

円
佳

 

［
名
古
屋
事
務
所
］
名
古
屋
事
務
所
で
は
、
都

市
部
の
皆
さ
ん
に
森
林
・
林
業
へ
の
興
味
を
抱

い
て
も
ら
い
、
下
流
か
ら
上
流
へ
の
人
の
流
れ

を
促
進
す
る
た
め
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
地
域
の
自
治
体
等
の
要
請
に

よ
り
、
二
つ
の
講
座
が
行
わ
れ
た
の
で
紹
介
し

ま
す
。

①
中
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

名
古
屋
市
中
区
の
中
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

は
、「
尾
張
名
古
屋
は
木
曽
で
も
つ
？
～
尾
張

藩
に
よ
る
木
曽
木
材
の
管
理
と
利
用
～
」
と
題

す
る
六
回
の
歴
史
講
座
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ

れ
、
名
古
屋
事
務
所
で
は
第
一
回
目
と
第
四
回

目
の
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

第
一
回
目
は
十
月
二
十
日
、「
名
古
屋
・
江

戸
・
京
を
支
え
た
木
曽
木
材
」
を
テ
ー
マ
に
、

木
曽
や
飛
騨
の
山
林
で
伐
採
し
た
木
材
を
河
川

を
利
用
し
桑
名
港
経
由
で
熱
田
白
鳥
ま
で
流
送

し
て
い
た
伐
木
運
材
の
歴
史
を
職
員
が
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
用
い
て
解
説
・
説
明
し
ま
し
た
。

　

最
近
の
歴
史
ブ
ー
ム
も
相
ま
っ
て
、
収
容
予

定
五
十
人
に
対
し
八
十
名
が
参
加
。
二
時
間
に

わ
た
る
講
座
の
後
に
は
、「
な
ぜ
水
中
に
貯
木

し
て
い
た
の
？
」「
今
は
ど
の
く
ら
い
木
曽
ヒ

ノ
キ
を
伐
っ
て
い
ま
す
か
？
」
や
「
筏
師
を
、

な
か
の
り
さ
ん
と
呼
ん
だ
由
来
は
？
」
な
ど
の

質
問
が
活
発
に
出
さ
れ
ま
し
た
。

会場満席となった第一回目（中生涯学習センター）伐木運材の歴史紹介（名古屋事務所展示室）

下
流
・
上
流
の
交
流
促
進
へ


